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概  要 
水がもつ近赤外光領域の吸光特性に着目し、凍結過程における水の凍結状態

の変化を 2 次元的にかつ定量的に捉えることが可能となる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の凍結状態検知技術としては、路面状態を対象に路面の凍結の有無判定を

行なう技術が実用化されているが、定量的な状態検出には至っておらずかつ測

定領域が点であった。本検出技術では、新たに策定した水の吸光係数の 2 波長

における差を基本量とする指標を適用することで凍結状況を定量的に把握で

き、かつ新規撮像光学系(Fig.1)の開発により測定領域の２次元化を実現した。 

本技術の 

有用性 

本技術を適用することにより、凍結過程における水の凍結状況の時間変化を 2

次元的にイメージング化し、かつ各点における凍結状態（凍結の進み具合）を

定量値として捉えることが可能となる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
食品・医療など瞬間凍結技術の適用分野において、凍結状況のモニタリングが可

能となり、生産管理、品質管理面での貢献が期待できる。 
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Fig.2 凍結状態変化の 2 次元分布検出例 

   (凍結度合いを輝度の濃淡で示す) 
Fig.1 撮像光学系 

 (a)凍結開始直前  (b)凍結開始後 

 1/15 秒 

(c)凍結開始後 

 2/15 秒 

：凍結発生領域 


